
 
 

平成 19 年 11 月５日 

各      位 
 

会 社 名 株式会社 フ ル キ ャ ス ト 

代 表 者 名 代表取締役社長  漆 崎 博 之 

（コード番号 ４８４８  東証第一部） 

問い合わせ先 取締役 執行役員 管理本部長   上 口  康  

 執行役員 グループ経営企画部長 塚  原  進  午 

電 話 番 号 ０３－３７８０－９５０７ 

 
剰余金の配当に関するお知らせ 

 
当社は、平成 19 年 11 月５日開催の取締役会において、下記のとおり平成 19 年９月 30 日を基

準日とする剰余金の配当を行うことを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
 
１．配当の内容 

 決定額 
直近の配当予想 

（平成18年10月31日公表）

前期実績 

（平成18年９月期） 

基準日 平成19年９月30日 同左 平成18年９月30日 

１株当たり配当金 1,000円 2,000円 1,500円 

配当金の総額 265百万円 － 411百万円 

効力発生日 平成19年12月22日 － 平成18年12月22日 

配当原資 利益剰余金 － 利益剰余金 

 

２．理由 

当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要な課題の一つとして位置付けており、配当

につきましては、安定的に配当を行うことを念頭に置きつつ、業績を勘案したうえで、投資計画

に基づく翌年度の１株当たり利益と利益成長率を踏まえ連結配当性向30％を目途に配当金額を

決定することを基本方針としております。 

当期におきましては、当社単体において、８月６日の業績修正以降、業務管理費支払対応に関

する損失、事業所の統合に関する損失、フルキャストスタジアム宮城のネーミングライツ（命名

権）契約解消に伴う損失が追加で発生し、特別損失に計上したことから当期純損失を計上するこ

ととなりました。 

しかしながら、当件は、当社の財務面からみて一過性と判断されるものであることから、当期

の配当は安定的な配当を行うことを注視し、当期の年間配当金は、前期に実施した年間配当と同

額の3,000円に決定いたしました。平成19年６月５日に中間配当金2,000円を実施しておりますの

で、期末配当金は１株当たり1,000円となります。 

なお、会社法第459条第１項に基づき剰余金の配当等を取締役会が決定する旨の定款変更を平

成18年12月21日開催の第14期定時株主総会で決議しておりますので、当該内容につきましては第

15期定時株主総会には付議いたしません。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

 １株当たり配当金 

基準日 中間期末 期末 年間 

当期実績 2,000円 1,000円 3,000円 

前期実績 

(平成18年９月期) 
1,500円 1,500円 3,000円 

以  上 


